
戦
後
初
め
て
自
民
党
が
「
憲

法
改
定
」
を
公
約
に
掲
げ
て
お

こ
な
わ
れ
た
先
の
選
挙
で
、
改

憲
勢
力
は
発
議
に
必
要
な
３
分

の
２
議
席
を
押
さ
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
自
民
党
は
憲
法

改
定
の
国
会
発
議
に
向
け
本
格

的
に
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。70

年
の
間
、
日
本
が
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
防
い
で

き
た
憲
法
９
条
が
、
今
大
き
な

危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
を
再
び
戦
禍
に
さ
ら
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
と
活
動
を
続

け
て
き
た
私
た
ち
平
和
委
員
会

も
、
今
が
ま
さ
に
「
正
念
場
」

で
す
。

静
岡
市
平
和
委
員
会
は
、
11

月
理
事
会
で
「
安
倍
９
条
改
憲

Ｎ
О
！

憲
法
を
生
か
す
全
国

統
一
署
名
」
に
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
で
活
動
さ
れ
て
い
る
会
員

の
皆
さ
ん
に
対
し
、
平
和
委
員

会
の
名
前
入
り
の
署
名
を
２
枚

(

10
筆
分)

以
上
集
め
て
事
務
所

に
届
け
て
頂
く
よ
う
要
請
し
て

い
ま
す
。

11
月
12
日
「
あ
ざ
れ
あ
」
で

「
戦
争
法
廃
止
！
オ
ー
ル
し
ず

お
か
ア
ク
シ
ョ
ン
」
主
催
の
全

県
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
が
開
か
れ､

県
内
各
地
か
ら
90
人
を
超
え
る

市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会

で
は
西
ヶ
谷
知
成
弁
護
士
が
、

に
し
が
や
と
も
な
り

「
改
憲
派
は
来
年
の
春
に
は
改

憲
発
議
を
行
っ
て
く
る
可
能
性

が
あ
る
。
３
０
０
０
万
署
名
で

世
論
を
動
か
し
、
発
議
を
食
い

止
め
よ
う
！
」
と
呼
び
か
け
、

諏
訪
部
史
人
弁
護
士
が
「
憲
法

す

わ

べ

ふ

み

と

第
９
条
第
３
項･

安
倍
加
憲
案

の
意
味
す
る
も
の
」
と
題
し
て

講
演
。
推
定
さ
れ
る
３
項
は

「
た
だ
し
、
前
項
の
規
定
は
確

立
さ
れ
た
国
際
法
に
基
づ
く
自

衛
の
た
め
の
実
力
の
保
持
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
考

え
ら
れ
る
が
、
武
力
放
棄
を
規

定
し
た
２
項
の
空
文
化
を
狙
う

も
の
だ
と
指
摘
し
、
改
憲
反
対

の
世
論
を
盛
り
上
げ
、
発
議
を

阻
止
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

各
地
か
ら
の
参
加
者
の
元
気

な
発
言
が
続
い
た
あ
と
、
ア
ク

シ
ョ
ン
事
務
局
か

ら
行
動
提
起
が
行

わ
れ
、
行
政
区
単

位
で
横
の
つ
な
が

り
を
強
め
な
が
ら
、

市
民
の
目
や
耳
に

届
く
取
り
組
み

①

学
習
会
や
講
演
会

②
９
の
日
行
動
、

19
日
行
動､

ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど

③
署
名
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
、
地
域
ロ
ー

ラ
ー
作
戦
な
ど

④
集
会･

パ
レ
ー
ド

な
ど
で
市
民
に
訴

え
よ
う
！
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
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◇
今
年
の
秋
は
自
然

も
社
会
も
異
常
と
言

え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
ほ
ど
目
ま
ぐ

る
し
い
変
化
の
季
節

で
し
た
。
10
月
に
は

２
度
も
台
風
が
襲
来
、
大
き
な
被
害
を
各

地
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。
◇
９
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
は
政
治
の
世
界
で
も
突
風
が

吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
「
加
計
・
森
友
問
題
」

で
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
自
公
政
権
は

「
丁
寧
な
説
明
」
ど
こ
ろ
か
、
臨
時
国
会

冒
頭
解
散
、
総
選
挙
実
施
を
宣
言
。
憲
法

違
反
の
民
主
主
義
無
視
の
暴
挙
。
加
え
て

「
希
望
の
党
」
立
ち
上
げ
と
「
民
進
党
の

解
党
」
は
野
党
共
闘
崩
壊
を
狙
っ
た
「
ク
ー

デ
タ
ー
」
と
呼
ん
で
も
い
い
よ
う
な
出
来

事
で
し
た
。
◇
選
挙
結
果
は
承
知
の
通
り

で
す
。
４
割
そ
こ
そ
こ
の
得
票
率
で
７
割

余
の
議
席
を
得
る
な
ど
、
あ
ら
た
め
て

「
小
選
挙
区
制
」
の
害
、
（
自
民
党
に
と
っ

て
は
益
か
）
、
と
て
も
市
民
の
感
覚
、
常

識
外
れ
の
出
来
事
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
市
民
と
野
党
の
共
闘
が
大
き
な

前
進
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
未
来
へ
の
期

待
で
す
。
◇
早
く
も
「
虚
構
の
多
数
」
を

占
め
た
自
民
党
と
改
憲
勢
力
は
「
憲
法
改

悪
、
９
条
改
悪
」
を
目
指
し
て
動
き
を
活

発
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
立
ち
位

置
と
覚
悟
が
求
め
ら
れ
る
年
に
来
年
は
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
静
岡
の

「
保
守
的
風
土
」
を
「
革
新
的
風
土
」
に

変
え
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
こ
と
と
思
い

ま
す
。
「
憲
法
改
悪
反
対
３
０
０
０
万
署

名
」
の
取
り
組
み
を
地
域
で
頑
張
る
つ
も

り
で
す
。

足
久
保

新
村
直
樹

風の
子

在日米軍は

何を守っている？

10月11日、沖縄東村の牧草地（民
ひがしそん

有地）に米軍ヘリが墜落炎上した。

米軍は現地にロープを張り、警察や行政をシャットア

ウトした。日米地位協定による治外法権である。この

ようなことがすでに見慣れた光景となってしまったこ

とはいかにも残念である。

私がもっと腹が立ったのは、事故後の在日米軍の態

度である。小野寺防衛大臣は、事故原因が解明される

まで、同種のヘリコプターの飛行の中止を求めた。し

かし、１週間後の18日、米軍は何の説明もなしに飛行

を再開した。それに対して、小野寺防衛相や安倍首相

は抗議はおろか説明を求めることすらしていないので

ある。

そればかりではない。当時沖縄入りをしていた岸田

自民党政調会長は、在沖米軍ニコルソン四軍調整官に

会談をもとめたが断られたという。

日本とアメリカとの関係をこれほど雄弁に語るもの

もないだろう。 （合戸 政治）

安倍改憲を許さない。
改憲発議を食い止めよう！

草の根から世論を巻き起こすのが私たちの役目。
３０００万署名運動を全力で! 静岡市平和委員会

３
０
０
０
万
署
名

全
県
キ
ッ
ク
オ
フ

集
会
開
催

つむじ風



10
月
28
～
29
日
に
山
口
県
防

府
市
・
岩
国
市
で
開
催
さ
れ
た

日
本
平
和
大
会
。
そ
の
２
日
目
、

動
く
分
科
会
（
米
軍
岩
国
基
地

調
査
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
台
風
22
号
の
影
響
で
朝

か
ら
雨
が
降
っ
て
い
て
、
き
び

し
い
条
件
の
基
地
調
査
に
な
り

ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
基
地
内
に

入
り
、
か
な
り
遠
く
離
れ
た
所

か
ら
雨
に
煙
る
基
地
内
を
ガ
イ

ド
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ
た
の

で
す
が
、
雨
の
影
響
で
視
界
が

悪
く
良
く
見
え
な
か
っ
た
。
身

体
が
雨
で
冷
え
て
説
明
の
途
中

で
バ
ス
に
戻
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
帰
り
の
バ
ス
の
中

で
岩
国
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
、
現

在
の
米
軍
岩
国
基
地
の
置
か
れ

て
い
る
現
状
は
ど
う
な
の
か
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
丁

寧
に
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

爆
音
や
墜
落
時
の
被
害
軽
減

を
名
目
に
、
１
９
９
７
年
か
ら

10
年
か
け
て
基
地
沖
合
２
１
３

ha
を
埋
め
立
て
、
滑
走
路
を
１

㎞
沖
合
に
「
移
設
」
。
埋
め
立

て
に
必
要
な
土
砂
は
愛
宕
山
か

あ
た
ご
や
ま

ら
調
達
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
愛
宕
山
の
跡
地
に

は
、
住
み
や
す
い
安
全
な
住
民

の
た
め
の
街
づ
く
り
が
計
画
さ

れ
ま
し
た
。
山
口
県
と
山
口
県

住
宅
共
給
公
社
が
地
域
発
展
の

起
爆
剤
と
し
て
「
21
世
紀
型
多

機
能
都
市
」
と
の
触
れ
込
み
で

建
設
す
る
予
定
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
米
軍
住
宅
建
設
適
地
調

査
が
行
わ
れ
、
県
と
市
は
愛
宕

山
を
「
宅
地
造
成
し
て
も
赤
字

に
な
る
」
と
し
て
住
宅
開
発
事

業
を
廃
止
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
、
防
衛
省
は
愛
宕
山
の
四

分
の
三
（
約
75
ha
）
を
買
収
し
、

米
軍
住
宅
（
一
戸
７
千
万
～
８

千
万
円
の
思
い
や
り
予
算
）
や

運
動
施
設
を
整
備
し
て
米
軍
に

提
供
し
ま
し
た
。
野
球
グ
ラ
ン

ド
使
用
の
優
先
順
位
は
、
米
軍

そ
の
次
は
小
中
高
生
、
住
民
の

使
用
は
後
回
し
で
す
。
11
月
に

日
米
親
善
試
合
の
高
校
野
球
大

会
が
開
か
れ
ま
す
。
建
設
費
は

国
民
の
血
税
を
投
入
、
米
軍
再

編
関
連
経
費
５
４
８
７
億
円
超

で
す
。

２
０
１
７
年
７
月
以
降
、
厚

木
基
地
（
神
奈
川
県
）
か
ら
米

空
母
艦
載
機
61
機
を
米
軍
岩
国

基
地
に
移
転
さ
せ
る
な
ど
、
米

軍
機
が
約
１
３
０
機
も
常
駐
す

る
東
ア
ジ
ア
最
大
の
米
軍
航
空

基
地
に
大
増
強
さ
れ
る
の
で
す
。

自
衛
隊
機
も
合
わ
せ
る
と
約
１

６
０
機
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の

大
増
強
に
伴
い
住
民
の
生
活
と

安
全
は
保
た
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
現
在
の
倍
以
上
の
配
備
機

数
に
な
り
ま
す
。
こ
の
大
増
強

に
６
５
０
０
億
円
も
の
血
税
が

す
で
に
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
県
と
市
は
そ
ん
な

計
画
は
最
初
か
ら
な
か
っ
た
事

な
の
か
、
「
新
し
い
街
が
出
来

る
こ
と
で
、
地
域
の
発
展
に
な

る
の
な
ら
」
と
、
土
地
を
手
放

し
た
地
権
者
な
ど
、
愛
宕
山
周

辺
の
住
民
は
こ
ぞ
っ
て
「
だ
ま

さ
れ
た
」
と
怒
り
を
あ
ら
わ
に

更
な
る
た
た
か
い
に
足
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
「
愛
宕
山
を
守

る
会
」
を
結
成
し
、
艦
載
機
移

駐
に
反
対
す
る
市
民
団
体
が
結

集
し
「
愛
宕
山
を
守
る
市
民
連

絡
協
議
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

現
在
の
岩
国
市
の
基
地
問
題

に
対
す
る
基
本
姿
勢
は
、
「
基

地
と
共
存
す
る
街
づ
く
り
」
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

市
長
は
「
子
育
て
日
本
一
の
街

に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て

い
ま
す
。
そ
の
狙
い
は
基
地
強

化
の
見
返
り
に
カ
ネ
で
す
。
基

地
が
あ
る
自
治
体
に
は
、
補
助

金
や
交
付
金
が
国
か
ら
交
付
さ

れ
市
民
の
平
和
的
存
在
権
を
カ

ネ
で
買
い
取
る
悪
質
な
も
の
で

す
。最

近
で
は
、
市
民
の
間
に

「
基
地
の
お
か
げ
」
と
い
う
意

識
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
岩
国
も
青
森
三
沢
の
よ

う
な
米
軍
基
地
依
存
に
な
っ
て

い
く
の
だ
ろ
う
か
？
恐
ろ
し
い

こ
と
で
す
。
（
鈴
木

文
也
）

11
月
19
日
午
後
か
ら
駿
府
城

公
園
で
「
11
・
19
ひ
ま
わ
り
集

会
in
静
岡
」
が
開
か
れ
、
県
下

各
地
か
ら
１
５
０
０
名
の
市
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

林
克
実
行
委
員
長
が
、
想
定

さ
れ
る
震
源
域
の
真
上
に
あ
る

世
界
一
危
険
な
浜
岡
原
発
の
再

稼
働
を
さ
せ
な
い
よ
う
、
み
ん

な
で
声
を
挙
げ
て
行
こ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

壇
上
で
は
原
子
力
発
電
に
反

対
す
る
福
井
県
民
会
議
代
表
委

員
・
中
嶌
哲
演
氏
、
ビ
キ
ニ
被

な
か
じ
ま
て
つ
え
ん

災
検
証
会
共
同
代
表
・
聞
間
元

き
き
ま
は
じ
め

氏
、
日
本
共
産
党
・
井
上
哲
士

参
院
議
員
、
立
憲
民
主
党
・
日

吉
雄
太
衆
院
議
員
が
あ
い
さ
つ
、

県
内
各
地
か
ら
活
動
の
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
思
い
お
も
い
の
プ

ラ
カ
ー
ド
や
の
ぼ
り
旗
を
手
に

し
た
、
子
供

連
れ
や
若
い

人
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
の

参
加
者
で
埋

ま
り
、
「
浜

岡
原
発
再
稼

働
反
対
！
」

の
声
を
挙
げ

ま
し
た
。
集

会
後
は
、
市

内
を
パ
レ
ー

ド
し
て
市
民

に
訴
え
ま
し

た
。

(

三
輪

矩
正)
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米
軍
岩
国
基
地
調
査

日
本
平
和
大
会
in
岩
国
、
動
く
分
科
会
に
参
加

愛
宕
山
跡
地
に
米
軍

住
宅
や
運
動
施
設
を

整
備
し
提
供

岩
国
基
地
を
東
ア
ジ
ア

最
大
の
米
軍
航
空
基
地

に
大
増
強

「
愛
宕
山
を
守
る
市
民

連
絡
協
議
会
」
が
結
成

基
地
強
化
の
見
返
り
の

狙
い
は
カ
ネ

浜
岡
原
発
の
再
稼
働
を
許
さ
な
い
！

11･

19
ひ
ま
わ
り
集
会
in
静
岡

恐
ろ
し
い
基
地
依
存

駿府城公園から市内パレードに出発する参加者たち


